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子こ

　
供ど
も

カーセン・K，11 才
さい

（アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

，ユタ州
しゅう

）

去
き ょ

年
ねん

，ぼくはお父
とう

さんと弟
おとうと

と一
いっ

緒
しょ

にハイキングに行
い

きました。谷
たに

のおくまで歩
ある

いて行
い

ったところで，横
よこ

道
みち

に行
い

ってみました。大
おお

きなほらあな
や，すばらしいながめの場

ば

所
しょ

を見
み

つけました。岩
いわ

がぐらぐら
している場

ば

所
しょ

や急
きゅう

な坂
さか

を，どんどん高
たか

く登
のぼ

って行
い

きました。
しばらくして，完

かん

全
ぜん

にまよってしまいました。谷
たに

底
ぞこ

に行
い

くに
は，どちらに進

すす

めばよいか分
わ

かりませんでした。深
ふか

い木
き

のし
げみに囲

かこ

まれて，山
やま

のてっぺんも，谷
たに

底
ぞこ

も見
み

えなくなってし
まいました。ほんとうにもどかしくなってきました。ぼくも，
お父

とう

さんも，どっちに行
い

ったらいいか分
わ

かりませんでした。
辺
あた

りは暗
くら

く，寒
さむ

くなってきました。谷
たに

からぬけ出
だ

すなど，と
てもできそうにありませんでした。でも，天

てん

のお父
とう

様
さま

はどっち

の方
ほう

向
こう

に行
い

けばよいかをごぞんじだとぼくは知
し

っていました。
「もしここからぬけ出

だ

したいなら，いのらないといけない！」
とぼくは言

い

いました。そしてぼくたち 3にんはひざまずいて
いのり，谷

たに

から出
で

られるようにみちびいてくださいと天
てん

のお
父
とう

様
さま

にお願
ねが

いしました。
歩
ある

き始
はじ

めると，高
たか

くまっすぐにのびた木
き

が見
み

えたら左
ひだり

に
曲
ま

がるべきだと感
かん

じました。左
ひだり

に曲
ま

がると，ぼくらの車
くるま

が見
み

えました。谷
たに

からぬけ出
だ

せるように天
てん

のお父
とう

様
さま

が助
たす

けてく
ださったことを知

し

っています。天
てん

のお父
とう

様
さま

はいのりにこたえ
てくださり，ちょうど太

たい

陽
よう

がしずもうとしているとき，無
ぶ

事
じ

に
帰
かえ

ることができました。
いのりの力

ちから

と，天
てん

のお父
とう

様
さま

がいのりを聞
き

いてくださること
に，ほんとうに感

かん

謝
しゃ

しています。■
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谷
た に

でささげたいのり
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